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合格発表
＜合格発表方法＞
●合格者には合格通知書等一式を簡易書留の速達で郵送します。不合格者には通知しません。

●合格通知書等一式は合格発表日に発送しますので、到着日時は居住地によって異なります。

●インターネット出願サイトで合否の確認ができます。

●複数の入試区分を受験した場合は、それぞれの受験番号について合否を確認してください。

●合格発表時刻より前にアクセスした場合は、その時刻になってから再度アクセスまたは更新をしないと合否を確認できませんの

　で、必ず合格発表時刻以降にアクセスしてください。

●合格発表時刻の直後はつながりにくい状態になる場合があります。その場合は、しばらく時間をおいてから再度アクセスしてく

　ださい。

●インターネット出願サイトで合否が確認できるのは、各入試区分とも合格発表日時から入学手続締切日（二段階納入方式を選択

　した場合、1次手続締切日）の17:00までです。

●インターネット出願サイトで合格を確認した後に、合格通知書等一式が到着しない場合は入試・広報課まで問い合わせてください。

●電話や電子メールによる合否の問い合わせには、一切応じません。

●学内掲示板での発表は行いません。

＜合格発表上の注意＞
●一般選抜前期、大学入学共通テスト利用選抜において特待奨学生に選抜された者には、合格発表時に「特待奨学生S」、「特待奨学

　生A」である旨を通知します。

●総合型選抜、学校推薦型選抜[公募制・指定校制]、帰国生徒特別選抜において入学手続を完了している者が一般選抜前期、大学入学

　共通テスト利用選抜にチャレンジ受験（P.6参照）をした場合、本学に入学する権利をすでに得ているため、一般合格者（奨学金が

　給付されない合格者）からは除外されます。

●大学入学共通テスト利用選抜において複数の学部・学科を第一志望としてそれぞれ出願した場合は、それぞれに合否判定を行いま

　すので、複数の学部・学科で合格する場合があります。

●一般選抜前期では、A日程とB日程を合わせて合否判定を行い合格者を発表します。両日程で同一学部・学科を受験した場合は、成

　績の良い日程の試験結果で合否を判定します。両日程で異なる学部・学科を受験した場合は、それぞれに合否判定を行いますので、

　複数の学部・学科で合格する場合があります。

●一般選抜前期と大学入学共通テスト利用選抜はそれぞれに合否判定を行いますので、両入試区分で同一学部・学科に出願した場合、

　同じ学部・学科で合格する場合があります。その場合、入学手続はどちらの入試区分で行っても構いません。

●第二・第三志望制度を実施している入試区分においては、志願者が第二・第三志望学科を選択した場合、第一志望学科で不合格で
　あっても第二・第三志望学科で合格する場合があります。
●志望した学部・学科以外で合格する場合があります（志望した学部・学科で不合格となった場合に限る）。
●試験当日に欠席した場合や全科目受験することができなかった場合（大学入学共通テスト利用選抜では受験すべき科目が不足して

いる場合）は、合格発表の対象となりません。

＜繰上合格について＞
　●一般選抜（前期／後期）、大学入学共通テスト利用選抜では、補欠候補者を発表する場合があります。

●補欠候補者は合格者ではありません。合格者の入学手続状況により欠員が生じた場合に限り、繰上合格となることがあります。

　　繰上合格については、本学より本人に原則として電話連絡の上、入学の意思を確認します。

　●一般選抜前期と大学入学共通テスト利用選抜はそれぞれ別々に合否判定を行いますので、両入試区分で同一学部・学科に出願

した場合、一般選抜前期で合格した学科に、大学入学共通テスト利用選抜で補欠候補者となる場合があります。その場合は一般

選抜前期の合格が優先されます。

　●合格者の入学手続および辞退の状況により、不合格者に対し追加合格を通知する場合があります。追加合格については、本学

より本人に原則として電話連絡の上、入学の意思を確認します。

　●繰上合格に関する個別の問い合わせには一切応じません。

学生納付金（納入方式）
入学手続時における学生納付金の納入について

合格した入試区分 納入方法

原則として「一括納入方式」とします。ただし、「分割納入方式」を選択することもできます。

●「一括納入方式」とは、入学手続時に初年度の学生納付金を全額納入する方式です。

●「分割納入方式」とは、初年度の学生納付金のうち授業料と実験実習費を入学手続時と入学後
（９月）に分けて納入する方式です。

●各方式の学生納付金額は次頁以降を参照してください。

原則として「一括納入方式」とします。ただし、「分割納入方式」または「二段階納入方式」を
選択することもできます。

●「一括納入方式」とは、入学手続時に初年度の学生納付金を全額納入する方式です。
●「分割納入方式」とは、初年度の学生納付金のうち授業料と実験実習費を入学手続時と入学後
    （９月）に分けて納入する方式です。
●「二段階納入方式」とは、入学手続に伴う学生納付金を「１次手続」と「２次手続」の２回に
     分けて納入する方式です。１次手続では「入学金」のみを納入し、２次手続では入学手続に  
     必要な残りの学生納付金（２次一括納入額または２次分割納入額）を納入します。

●各方式の学生納付金額は次頁以降を参照してください。
※ 「二段階納入方式」では、「１次手続」・「２次手続」それぞれの締切日までに所定の手続を完了する必要が

あります。それぞれの手続締切日を過ぎた入学手続は一切認められませんので注意してください。

総 合 型 選 抜

学校推薦型選抜［公募制・指定校制］

一 般 選 抜 後 期

帰 国 生 徒 特 別 選 抜

社 会 人 特 別 選 抜

留 学 生 特 別 選 抜

一 般 選 抜 前 期

大学入学共通テスト利用選抜

※総合型選抜、学校推薦型選抜、帰国生徒特別選抜、社会人特別選抜は専願制の入試です。合格者は必
ず入学手続を行ってください。なお、一度納入した学生納付金はいかなる理由があっても返還しません。

＜学生納付金等に関する注意事項＞
●初年度の学生納付金（入学金・授業料・実験実習費・施設設備費）は、入学手続期間内に納入してください。
●入学手続時には、以下の費用が必要です。
● 学生納付金
● 教育後援会年会費45,000円
● 海外研修（海外保健福祉事情）の積立金50,000円
※教育後援会年会費は毎年次45,000円が別途必要となります。

※看護学部・医療学部では、「海外保健福祉事情」の履修が必須のため、海外研修のための費用として1、2年次に年50,000円の積立が必要となりま
す（不足分については追加徴収します）。

●入学金を納めるのは初年度のみです。２年次以降は入学金を除く学生納付金を毎年次納入してください。
●学生納付金は原則として一括納入方式とします。分割納入方式を選択する場合は、入学後の納入時期は９月になります。９月納入分
は入学後の７月頃納付書を送付しますので、９月30日までに納入してください。

●特待奨学生の奨学金は各年度の授業料に振り替えます。次頁以降の学生納付金の表は奨学金振替後の金額です。
●特待奨学生S入学者（授業料100％相当額の奨学金を給付される者）は、一括納入方式のみとし、分割納入方式を選択することはで
きません。なお、二段階納入方式を選択した場合も２次手続は一括納入額のみとなります。

●教科書代、臨床・臨地実習に関わる費用(交通費・宿泊費・予防接種代等)、国家試験対策に関わる費用が別途必要です。
●看護学部看護学科の保健師履修コース（選択制・定数あり）を履修する場合は、履修決定後に50,000円の履修費が別途必要とな
ります。

●高等教育の修学支援新制度の該当者も、入学手続時には通常の学生納付金等を納入してください。入学後に減免額を返金します。
●一度納入した入学金はいかなる理由があっても返還しません。



（一括納入方式・分割納入方式を選択した場合）　 （単位：円）

学部・学科 区分

学生納付金の内訳 初年度 ２年次以降
４年間 
総　額入学金 授業料 実験実習費 施設設備費

一括納入方式 
入学手続時

分割納入方式 一括納入方式 
３月

分割納入方式

入学手続時 ９月（入学後） ３月 ９月

医療学部 

理学療法学科 
作業療法学科 
言語聴覚学科
視能訓練学科

一般入学者

300,000

900,000

【初年度】 
　 50,000 

【２年次以降】 
  250,000

300,000

1,550,000 1,075,000 475,000 1,450,000 875,000 575,000 5,900,000

特待奨学生 
Ｓ

0 650,000 − − 550,000 − − 2,300,000

特待奨学生 
Ａ

450,000 1,100,000 850,000 250,000 1,000,000 650,000 350,000 4,100,000

（一括納入方式・分割納入方式を選択した場合）　 （単位：円）

学部・学科 区分

学生納付金の内訳 初年度 ２年次以降
４年間 
総　額入学金 授業料 実験実習費 施設設備費

一括納入方式 
入学手続時

分割納入方式 一括納入方式 
３月

分割納入方式

入学手続時 ９月（入学後） ３月 ９月

看護学部

看護学科

一般入学者

300,000

900,000

【初年度】 
　 50,000 

【２年次以降】 
  250,000

360,000

1,610,000 1,135,000 475,000 1,510,000 935,000 575,000 6,140,000

特待奨学生 
Ｓ

0 710,000 − − 610,000 − − 2,540,000

特待奨学生 
Ａ

450,000 1,160,000 910,000 250,000 1,060,000 710,000 350,000 4,340,000

（二段階納入方式を選択した場合）　※一般選抜前期、大学入学共通テスト利用選抜の合格者のみ選択可能。 （単位：円）

学部・学科 区分

学生納付金の内訳 初年度１次手続 初年度２次手続 ２年次以降
４年間 
総　額入学金 授業料 実験実習費 施設設備費 入学金

２次一括納入
入学手続時

2 次分割納入方式 一括納入方式 
３月

分割納入方式

入学手続時 ９月（入学後） ３月 ９月

医療学部 

理学療法学科 
作業療法学科 
言語聴覚学科
視能訓練学科

一般入学者

300,000

900,000

【初年度】 
　 50,000 

【２年次以降】 
  250,000

300,000 300,000

1,250,000 775,000 475,000 1,450,000 875,000 575,000 5,900,000

特待奨学生 
Ｓ

0 350,000 − − 550,000 − − 2,300,000

特待奨学生 
Ａ

450,000 800,000 550,000 250,000 1,000,000 650,000 350,000 4,100,000

（二段階納入方式を選択した場合）　※一般選抜前期、大学入学共通テスト利用選抜の合格者のみ選択可能。 （単位：円）

学部・学科 区分

学生納付金の内訳 初年度１次手続 初年度２次手続 ２年次以降
４年間 
総　額入学金 授業料 実験実習費 施設設備費 入学金

２次一括納入
入学手続時

2 次分割納入方式 一括納入方式 
３月

分割納入方式

入学手続時 ９月（入学後） ３月 ９月

看護学部

看護学科

一般入学者

300,000

900,000

【初年度】 
　 50,000 

【２年次以降】 
  250,000

360,000 300,000

1,310,000 835,000 475,000 1,510,000 935,000 575,000 6,140,000

特待奨学生 
Ｓ

0 410,000 − − 610,000 − − 2,540,000

特待奨学生 
Ａ

450,000 860,000 610,000 250,000 1,060,000 710,000 350,000 4,340,000

入学手続に伴う学生納付金の納入にあたっては、「一括納入方式」または「分割納入方式」のどちらかを選択してください。
なお、一般選抜前期、大学入学共通テスト利用選抜では、学生納付金を１次手続・２次手続で分けて納入する「二段階納入方式」を
選択することができます。
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＜教育後援会について＞
「福岡国際医療福祉大学教育後援会」は、大学と相互に緊密な連携を保ちながら、大学の教育目的達成のための支援や、本学学生
が有意義で快適なキャンパスライフを送るための支援をしており、具体的には以下に示すような活動を展開しています。なお、年
会費45,000円は、入学手続時（２年次以降は学生納付金納入時）に納入してください。
１．学生の福利厚生に対する助成
　　　①「学生教育研究災害傷害保険」（在学生全員加入）の保険料を全額負担
　　　②健康診断の実施
　　　③本学関連医療機関等で受診する際の保険診療費の補助
　　　④学生指導活動への援助
　　　⑤その他必要な援助
２．学内行事、部・サークル活動および施設整備等への助成
３．国家試験対策・就職対策への助成
４．国際交流に対する援助
５．保護者・保証人を対象とした懇談会の開催
６．「福岡国際医療福祉大学学生修学支援事業」への助成（詳細は「奨学金（P.14）」参照）

＜学生納付金等に関する注意事項＞
　●初年度の学生納付金（入学金・授業料・実験実習費・施設設備費）は、入学手続期間内に納入してください。
　●入学手続時には、以下の費用が必要です。

● 学生納付金
● 教育後援会年会費45,000円
● 海外研修（海外保健福祉事情）の積立金50,000円
※教育後援会年会費は毎年次45,000円が別途必要となります。

※看護学部・医療学部では、「海外保健福祉事情」の履修が必須のため、海外研修のための費用として1、2年次に年50,000円の積立が必要となります
（不足分については追加徴収します）。

●入学金を納めるのは初年度のみです。２年次以降は入学金を除く学生納付金を毎年次納入してください。
　●学生納付金は原則として一括納入方式とします。分割納入方式を選択する場合は、入学後の納入時期は９月になります。９月納
　　入分は入学後の７月頃納付書を送付しますので、９月30日までに納入してください。
　●特待奨学生の奨学金は各年度の授業料に振り替えます。P.12の学生納付金の表は奨学金振替後の金額です。
　●特待奨学生S入学者（授業料100％相当額の奨学金を給付される者）は、一括納入方式のみとし、分割納入方式を選択すること
　　はできません。なお、二段階納入方式を選択した場合も２次手続は一括納入額のみとなります。
　●教科書代、臨床・臨地実習に関わる費用(交通費・宿泊費・予防接種代等)、国家試験対策に関わる費用が別途必要です。
　●看護学部看護学科の保健師履修コース（選択制・定数あり）を履修する場合は、履修決定後に50,000円の履修費が別途必要と
　　なります。
　●高等教育の修学支援新制度の該当者も、入学手続時には通常の学生納付金等を納入してください。入学後に減免額を返金します。
　●一度納入した入学金はいかなる理由があっても返還しません。

医療学部　理学療法学科・作業療法学科・言語聴覚学科・視能訓練学科　学生納付金

看護学部　看護学科　学生納付金




